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「
防
災
」
と
「
キ
ノ
コ
」
、

視
野
を
広
げ
て

ま
ち
づ
く
り

～
名
張
の
自
治
に
学
ぶ
～

女
性
部
会
研
修
会

は
じ
め
に
名
張
市
防
災
セ
ン

タ
ー
へ
。
こ
こ
で
は
防
災
体
験

学
習
が
で
き
ま
す
。
地
震
の
場

合
に
は
、
火
の
元
確
認
、
ブ
レ

ー
カ
ー
を
落
と
す
、
机
の
下
な
ど
安
全
な
場
所

に
も
ぐ
る
、
頭
を
抱
え
て
身
を
だ
ん
ご
虫
の
よ

う
に
丸
く
す
る
こ
と
が
、
ま
た
消
火
器
の
使
用

に
つ
い
て
は
、
炎
に
で
は
な
く
燃
え
て
い
る
物

に
ホ
ー
ス
を
向
け
て
消
火
す
る
こ
と
な
ど
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。日

頃
か
ら
避
難
訓
練

等
に
参
加
し
て
体
験
・

学
習
す
る
な
ど
、
災
害

時
に
備
え
る
こ
と
が
大

切
と
実
感
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
地
縁
法
人
自
治
協
議
会
「
木
の

子
の
里
」
へ
行
き
ま
し
た
。
奈
良
県
境
に
位
置

す
る
錦
生
地
区
は
住
民
１
８
０
０
人
、
コ
メ
農

家
が
大
半
で
す
「
錦
生
木
の

子
の
里
生
産
セ
ン
タ
ー
」
で

は
旧
錦
生
小
学
校
跡
地
を
利

用
し
て
生
産
・
加
工
・
販
売

し
、
地
域
の
約

軒
が
き
の

２０

こ
の
自
家
生
産
に
協
力
し
て

い
ま
す
。
キ
ノ
コ
は
地
元
の

武
道
交
流
館
、
学
校
給
食
に

も
卸
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
構
成

さ
れ
た
「
女
性
く
ら
ぶ
」
の
協
力
で
、
キ
ノ
コ

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
も
作
っ
て
い
ま
す
。
キ
ノ
コ
は

そ
れ
ぞ
れ
栽
培
条
件
・
方
法
・
特
徴
が
異
な
る

た
め
、
人
の
手
で
慈
し
み
育
て
な
が
ら
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
形
の
可
愛
ら
し
さ
、
新
鮮

さ
に
魅
か
れ
、
参
加
者

名
は
た
く
さ
ん
の
き

２３

の
こ
を
買
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
味
、
歯
ご
た
え

は
格
別
で
一
段
と
美
味
し
い
料
理

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ミ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
地
域
住
民
に

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
を
も
た
ら
し
、
地
域
活

性
化
、
地
産
地
消
に
も
一
役
か
う
一
石
三
鳥
の

効
果
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
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特
集
柘
植
地
域
の

公
共
施
設

そ
の
５

柘
植
公
民
館

（
併
設

柘
植
歴
史
民
俗
資
料
館
）

現
在
の
柘
植
公
民
館
（
延
床
面
積
８
９
６
・

５
㎡
）
は
１
９
５
９
年
（
昭
和

年
）
７
月
に

３４

竣
工
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
柘
植
小
・
中
学

校
の
１
室
を
公
民
館
と
し
て
た
時
期
も
あ
り
ま

し
た
。

柘
植
公
民
館
の
施
設

の
概
要
は
１
階
に
ホ
ー

ル
・
会
議
室
・
事
務
所

が
、
２
階
は
和
室
・
会

議
室
が
あ
り
ま
す
。
施

設
の
使
用
料
に
つ
い
て

は
他
の
公
民
館
と
同
様

に
有
料
で
す
。
昨
年
度

は
太
鼓
・
ダ
ン
ス
・
詩

吟
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
や

柘
植
仏
教
会
の
花
ま
つ
り
な
ど
１
年
間
で
２
８

０
０
人
程
度
の
利
用
者
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

写
真

上
：
ホ
ー
ル

中
：
会
議
室

下
：
３
偉
人
展
示
室

ま
た
、
柘
植
公
民
館
の
建
物
内
に
「
柘
植
歴

史
民
俗
資
料
館
」
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
１

９
７
５
年
（
昭
和

年
）
２
階
の
１
室
に
「
歴

５０

史
資
料
館
」
が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
柘
植
公
民

館
に
あ
っ
た
森
林
組
合
や
商
工
会
の
事
務
所
が

移
転
し
た
た
め
、
２
０
０
１
年
（
平
成

年
）

１３

４
月
に
空
き
室
を
改
修
し
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
２
０
０
４
年
（
平
成

年
）

１６

の
伊
賀
市
合
併
時
に
「
柘
植
歴
史
民
俗
資
料
館
」

と
名
称
の
変
更
を
し
ま
し
た
。
昨
年
度
の
見
学

者
の
数
は
１
年
間
で
１
，
３
０
０
人
程
度
で
す
。

２
階
展
示
室
に
は
、
い
が
ま
ち
３
偉
人
（
松

尾
芭
蕉
・
横
光
利
一
・
橋
本

策

）
の
遺
品
類

り
い
ち

は
か
る

等
と
霊
山
山
頂
遺
跡
等
の
埋
蔵
文
化
財
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
１
階
展
示
室
に
は
各
種
の
民

俗
資
料
の
展
示
と
年
４
回
の
企
画
展
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

現
在
、
上
写
真
の
「
加

太
越
奈
良
道
見
取
絵
図
（
柘

植
編
）
の
拡
大
模
写
絵
と

こ
の
街
道
を
駆
け
抜
け
た

人
々

話
」
を
、

月

１０

１０

１２

日
か
ら
１
月
８
日
ま
で
は

「
小
説
家
横
光
利
一
文
学

碑
展
」
を
お
こ
な
い
ま
す
。

企
画
展
示
は
出
来
る
だ
け

柘
植
に
係
わ
り
の
あ
る
内

容
に
努
め
て
い
ま
す
。

そ
の
６

道
の
駅
い
が

伊
賀
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

俳
聖
松
尾
芭
蕉
を
顕
彰
す

る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
俳
聖

殿
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
八
角
形

の
外
観
で
、
利
用
者
が
使
い

や
す
い
こ
と
を
配
慮
し
た
施

設
（
延
床
面
積
６
７
９
・
８

６
㎡
）
で
す
。

特
産
品
売
場
で
は
、
地
元
で
と
れ
た
野
菜
や

伊
賀
地
域
の
特
産
品
が
購
入
で
き
、
レ
ス
ト
ラ

ン
で
は
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

メ
ニ
ュ
ー
が
楽
し

め
ま
す
。

ま
た
、
交
流
コ

ー
ナ
ー
に
は
、
忍

者
を
テ
ー
マ
に
し

た
「
だ
ま
し
絵
」

な
ど
も
あ
り
ま
す

し
、
「
道
の
駅
」
に

は
珍
し
い
コ
ン
ビ

ニ
＋
特
産
品
売
場

の
売
店
、
ド
ッ
グ

ラ
ン
、
Ｅ
Ｖ
急
速

充
電
機
（
下
写
真
）

が
、

時
間
い
つ

24

で
も
利
用
で
き
ま

す
。
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そ
の
７

朝
古
川
浄
水
場

名
阪
加
太
ト
ン
ネ
ル
付
近
の
南
側
に
あ
る
浄

水
場
で
す
。
柘
植
地
域
に
お
い
て
は
、
昭
和
36

年
に
前
川
地
区
に
お
い
て
簡
易
水
道
が
創
設
さ

れ
給
水
が
開
始
さ
れ
た

の
が
始
ま
り
で
す
。

昭
和

年
に
は
、
柘

４０

植
拡
張
簡
易
水
道
事
業

が
開
始
、
昭
和

年
に

48

は
、
西
柘
植
・
壬
生
野

と
合
わ
せ
て
、
伊
賀
町

水
道
事
業
と
し
て
給
水

を
開
始
し
ま
し
た
。

◎
ア
ク
セ
ス
◎

伊
賀
イ
ン
タ
ー
か
ら

国
道

号
線
（
旧
道
）
を
亀
山
市
方
面
へ
向
か
い
、

２５

新
朝
古
橋
渡
っ
て
す
ぐ
を
右
折
。
県
道
加
太
柘
植
線

（
６
７
７
号
）
を
道
な
り
に
、
名
阪
国
道
伊
賀
大
橋

の
下
を
く
ぐ
っ
て
上
流
へ
進
む
と
左
側
に
施
設
が
見

え
て
き
ま
す
。

浄水能力 ２０００㎥

設置年度 昭和４８年

経過年数４３年

朝古川水源…表流水

岡鼻水源…表流水

平成２６年度実績

一日平均取水量

１，４９８㎥／日

伊賀市水道事業基本計画案
によると、朝古川浄水場は
廃止が予定されています。

土砂や流木を出さない森林づくり
平成27年度災害緩衝林整備事業

みえ森と緑の県民税事業

（三重県・伊賀農林事務所事業）

朝古川浄水場付近から南に入り込んだ

木落谷の渓流部危険個所を

対象に実施されました。

３月２３日に着工、７月２９日に完成。

約１０００万円の費用で実施されました。

＜概要＞

豪雨時などに、渓流や渓岸で流木化の恐れのあ

る危険木伐採や撤去を実施しました。過密な森林

の立木密度を下げて樹幹の肥大成長、根茎の発達

を促します。

また渓流沿いの山腹では、樹木が根を張り、土

砂や流木を抑制するように、調整伐が行なわれま

した。

みえ森と緑の県民税のしくみ

県内に住所がある個人には、

年額１０００円を納めること

になっています。

事業実施を示す標識→

（木落谷入口にあります）
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柘
植
中
学
校
体
育
祭

９
月

日
（
土
）
午
前
、
柘
植
中
学
校
の

１７

体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
か
ら
は
、

半
日
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
生
徒
の
み
な
さ

ん
は
、
跳
ん
で
は
ね
て
、
走
っ
て
引
っ
張
っ

て
、
元
気
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

市
民
や
市
行
政
等
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
尊
重
し
役
割
を
認
識
し
て

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
を

９
月

日
（
火
）
夜
、
伊
賀
支
所
に
て
、
今

27

年
度
１
回
目
の
公
共
交
通
活
性
化
再
生
協
議
会

い
が
ま
ち
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。
柘
植
地
域

か
ら
は
、
「
柘
植
駅
を
核
と
し
た
公
共
交
通
の
あ

り
方
検
討
委
員
会
」
か
ら
松
山
宗
達
さ
ん
（
小

杉
区
）
と
「
健
康

福
祉
部
会
」
か
ら

柘
植
美
智
代
さ
ん

（
倉
部
区
）
を
ま

ち
づ
く
り
協
議
会

と
し
て
推
薦
し
出

席
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
柘
植

さ
ん
は
地
域
部
会

の
副
部
会
長
も
つ

と
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

柘
植
地
域
を
走
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
車
に
つ
い

て
の
事
業
実
績
は
、
た
い
へ
ん
悪
い
状
態
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

平
均
乗
車
人
数
は
１
便
に
つ
き
１
・
４
人
。

ま
た
乗
客
１
人
当
た
り
に
係
る
費
用
の
う
ち
、

バ
ス
代
と
し
て
２
０
０
円
を
本
人
が
、
そ
し
て

２
０
０
０
円
を
市
が
負
担
し
て
い
る
計
算
と
な

る
そ
う
で
す
。
こ
う
し
た
現
実
を
ふ
ま
え
、
「
見

直
し
」
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

斎
王
群
行
直
前
ニ
ュ
ー
ス

月

日
は
第

回
の
斎
王
群
行
が
行
わ
れ
ま
す
。

１０

１０

１４

今
回
は
、
上
村
・
前
川
・
山
出
を

群
行
し
ま
す
。
地
形
的
な
関
係
で
、

都
美
恵
神
社
～
上
村
、
上
村
～
前
川
、

山
出
～
都
美
恵
神
社
の
３
回
、
バ
ス

移
動
が
含
ま
れ
ま
す
。

都
美
恵
神
社
境
内
で
は
、
特
産
品

創
出
実
行
委
員
会
等
の
出
店
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
●
事
務
局
だ
よ
り
○
●

▼
９
月
は
年
度
の
半
分
が
過
ぎ
て
、
取
組
み
の
軌
道
修

正
を
す
る
時
期
。
ま
た
防
災
訓
練
や
斎
王
群
行
、
各
種

Ｆ
Ｗ
な
ど
ま
ち
協
の
行
事
が
多
い
と
き
で
す
。
区
や
各

組
織
も
同
様
で
す
。
▼
「
行
事
の
棚
卸
」
が
言
わ
れ
ま

す
が
な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
（
西
田
方
計
）

郵便物消印問題!

「三重・上野」「名張」

→「四日市西」

今年度から伊賀地

域で郵便ポストに投

函される郵便物の消印が、「日本郵

便の全国的な集配業務と物流の合理

化・効率化」により「四日市西」と

なったことはご存知ですか？

この件を通じて、「地域」を考え
るきっかけにしてみてはいかがでし
ょうか？

俳句と写真の

コンテストもあります
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